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●佐藤英司　地域交通体制づくりと
　　　　　　　　　高齢者の交通安全対策について
●後藤篤人　町長の次期統一地方選挙における
　　　　　　　　　　　　　　　出処進退について

由仁町議会議員の定数を削減する条例改正案を可決

一年間の安心・安全を願って
１月７日　由仁消防団出初式

町政を問う 一般質問
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令和４年
第４回定例会

　令和４年第４回定例会は 12 月 14 日に召集され、会期を 16 日までの３日間と
して開会しました。
　諸般の報告に続いて行政報告、教育行政報告が行われ、一般質問は２名の議員が
２件の質問を行いました。
　付議事件は、条例の制定案１件、条例の一部改正案４件、令和４年度各会計補正
予算案８件、人事案２件、会議案１件、意見書案１件を慎重に審議し、いずれも原
案のとおり可決しました。

付議事件 主な内容

職員の高齢者部分休業に関する条例の制
定について

高齢期職員に多様な選択肢を示すための休業に関す
る条例を制定

職員の定年等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 国家公務員法の改正により、現行の定年年齢が段階

的に 65歳へと引き上げられ、地方公務員について
も同様の改正を行うこととされたことから、関係条
例について整備地方公務員法の一部を改正する法律の施

行に伴う関係条例の整備に関する条例の
制定について

由仁町税条例等の一部を改正する条例の
制定について

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い条例
の一部を改正

由仁町手数料徴収条例の一部を改正する
条例の制定について 手数料の見直しのため、条例の一部を改正

固定資産評価審査委員会委員の選任につ
いて 野島征樹氏（光栄）を選任（新任）することに同意

固定資産評価審査委員会委員の選任につ
いて

清水俊雄氏（三川錦町）を選任（再任）することに
同意

由仁町議会議員の定数を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

由仁町議会の議員定数を 10名から１名減とするこ
とに決定し改正

物価高における農畜産物の適正な価格形
成と農業経営の存続に向けた需給改善対
策等の強化に関する意見書について

左記の意見書を採択し、衆参両議院及び関係省庁等
に提出

条
例
の

制
定

条
例
の
一
部
改
正

人　
事　
案

会
議
案

意
見
書
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令和４年度補正予算を可決

会　計　名
補正前の額 補正額 補正後の額

主な内容

一 般 会 計
５,５６０,７７１ ８３,４６０ ５,６４４,２３１

ふるさと寄附金の増加に伴う返礼品及び積立金の増額
新型コロナウイルス対応地方創生臨時事業費の増額

特

別

会

計

国民健康保険事業
９１４,４０２ ５８５ ９１４,９８７

新型コロナウイルス感染症に対する傷病手当金の増額
過年度分の特別交付金償還金の増額

農業集落排水事業
２８１,４１１ △５，１３９ ２７６,２７２

職員の異動に伴う人件費及び消費税の減額

介 護 保 険 事 業
８０５，９１９ １，２２０ ８０７，１３９

保険給付費及び地域支援事業費の増額

後 期 高 齢 者 医 療
１１４，１１３ △１０，２９４ １０３，８１９

後期高齢者医療広域連合事務費の減額
保険料等負担金の減額

国 民 健 康 保 険
由 仁 町 立 診 療 所

５３３,２８３ △１４,４１８ ５１８,８６５

職員の異動に伴う人件費の減額
医薬材料費、検査手数料の増額

介 護 老 人
保 健 施 設 事 業

１４１,６０４ △２，６８３ １３８,９２１

職員の異動に伴う人件費の減額

企業
会計

水 道 事 業
５１０，６２２ △２，５７４ ５０８，０４８

職員の異動に伴う人件費の減額

（単位：千円）
令和４年度各会計補正予算は、原案のとおり可決しました。

　定例会は年４回、臨時会は必要に応じて
開かれます。
　事前の申し込みは不要です。
　直接、議場にお越しください。

次回の定例会は３月に開かれる予定です。

議会を傍聴しませんか？
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議員定数の削減を決定
○由仁町議会の議員定数に関する審査特別委員会報告
（令和４年 12月 16 日　第４回定例会　委員長　後藤篤人報告）
【報告の趣旨】

　本特別委員会は、令和４年６月 15 日開会の第２回定例会において設置され、議長を除く９
名で構成し、適正な議員定数について審査を行いました。
　委員会は計６回開催し、これまでの当議会における議員定数の推移等、当町の人口減少の状
況、空知管内各町の議員定数と人口の状況、当町の財政状況と議会費の状況などについて資料
を参考に審査を行ったところです。
　審査経過としては、参考資料の確認を経て３回目の会議において各委員の意向について確認
を行いました。その結果、町の人口が 5,000 人を下回ったこと、空知管内の 5,000 人以下の町
では定数が８名から 10 名の現状にあること、財政効果を期待することなどから「１名の定数減」、

「２名の定数減」を求める意見、一方で慎重な審議の必要性や現状における瑕疵の有無を問い「現
状維持」を求める意見が出され、また、議会の活性化に向けて、個々の議員報酬を引き下げた
上で定数を増員とする意見も出されたところです。
　６回目となる 10 月 24 日の会議で、本特別委員会としての結論を集約すべく「現状維持」と
するか「定数の増減の見直しが必要」か、「定数を増やす」か「定数を削減する」か、「定数の
増減を何人とする」かについて段階的に採決を進め、結論として、現行の議員定数 10 名を１
名減員し、９名とすることに決定したものです。

○少数意見報告書
（令和４年 12月 16 日　第４回定例会　提出者　大竹　登　　賛成者　浮田孝雄　佐藤英司）
【報告の趣旨】
・件名　由仁町議会の議員定数は現状維持とする
　由仁町議会の議員定数に関する審査特別委員会において留保した少数意見について
　現行定数の現状維持、増減についての審議に際しその調査研究のため①先進地視察、②北海
道町村議会議長会事務局への研修、③町財政及び議会費の影響についての審査等について提案
を行ってきましたが、そのいずれもが不受理もしくは未実施等対応が不十分のまま、削減あり
きの議論が先行し、削減の根拠と理由についての説明責任も十分に果たされず、審査と審議が
尽くされないまま採決が行われました。その結果、現在由仁町及び全国的地方議会が直面して
いる議員のなり手不足、若者や女性の議会参加の機会増大のあり方等についての審査と審議も
十分に行われる事もありませんでした。
　このような審議下での議員定数削減は、由仁町議会における今後の議会制民主主義を守る事
と住民の民意を幅広く反映する上で禍根を残しかねない懸念もあります。

○由仁町議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例の制定について
令和４年 12月 16 日　第４回定例会　原案可決
【提案の趣旨】

　令和４年由仁町議会第２回定例会で設置された由仁町
議会の議員定数に関する審査特別委員会において、当議
会の議員定数は現行の 10 名から１名減員し、９名とする
ことに決定したことから、決定内容に基づき、由仁町議
会の議員定数に関する審査特別委員会として提案します。

議員定数
現状　10名→改正後　９名

施行   →   公布の日以後初めて

期日　　 その期日が告示され

　　　　 る一般選挙から施行

●4議 会 だ よ り



会　計　名
補正前の額 補正額 補正後の額

主な内容

一 般 会 計
５，５０６，１７５ ５４，５９６ ５，５６０，７７１

期末手当及び給与改定に伴う人件費の増額
新型コロナウイルス特別対策費の増額

特
別
会
計

農業集落排水事業
２８１，２６２ １４９ ２８１，４１１

職員の給与改定に伴う人件費の増額

国 民 健 康 保 険
由 仁 町 立 診 療 所

５３１，７２２ １，５６１ ５３３，２８３

職員の給与改定に伴う人件費の増額

介 護 老 人
保 健 施 設 事 業

１４１，２３２ ３７２ １４１，６０４

職員の給与改定に伴う人件費の増額

企業
会計 水  道  事  業 

５１０，４８４ １３８ ５１０，６２２

職員の給与改定に伴う人件費の増額

（単位：千円）

第３回臨時会第３回臨時会 令和４年10月７日開会
次の事件について慎重に審議し、原案のとおり可決しました。

付議事件 主な内容

会　議　案 議員派遣について 道内行政視察に対する議員派遣

各会計補正予算は、原案のとおり可決しました。

会　計　名
補正前の額 補正額 補正後の額

主な内容

一 般 会 計
５，４６０，８９１ ４５，２８４ ５，５０６，１７５

新型コロナウイルス対応地方創生臨時事業費の増額
新型コロナウイスルワクチン接種事業費などの増額

（単位：千円）

第４回臨時会第４回臨時会 令和４年11月28日開会

次の事件について慎重に審議し、原案のとおり可決しました。

各会計補正予算は、原案のとおり可決しました。

付議事件 主な内容

由仁町議会議員の報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 期末手当の支給率引上げ（0.1 か月分）改定

由仁町長及び副町長の給与に関する条例等の
一部を改正する条例の制定について

町長、副町長、教育長の期末手当及び職員の勤
勉手当の支給率の引上げ（0.1 か月分）改定

条
例
の

一
部
改
正
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町
長
の
次
期
統
一
地
方
選
挙
に

お
け
る
出
処
進
退
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
５
月
に
町
長
就
任
以
来
現

在
２
期
目
を
迎
え
、
今
期
は
、
医
療
施

策
の
充
実
を
図
る
た
め
、
在
宅
療
養
を

推
進
さ
せ
た
効
果
は
大
き
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

　
元
気
な
子
供
を
育
む
た
め
の
認
定
こ

ど
も
園
を
開
設
し
、
子
供
た
ち
の
た
め

に
環
境
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
生
活
基
盤
の
整
備
の
た
め

に
光
フ
ァ
イ
バ
網
の
整
備
や
、
住
環
境

の
整
備
の
た
め
に
公
営
住
宅
も
計
画
ど

お
り
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
松
村
町
長
が
２
期
目
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
た
施
策
は
、
町
民
が
安

全
安
心
に
暮
ら
す
た
め
に
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。

　
町
長
の
出
処
進
退
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

町
長
答
弁

　

町
の
財
政
状
況
は
、公
共
施
設
の
大

規
模
修
繕
の
時
期
を
迎
え
、町
政
執
行

の
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
お
り
、依
然

と
し
て
大
変
厳
し
い
と
い
う
こ
と
に
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
期
目
の
４
年
間
は
、コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
始
ま
り
、町
民
の
皆
さ
ん
の
生

命
を
守
る
こ
と
、行
動
制
限
に
よ
る
疲

弊
、停
滞
す
る
事
業
者
へ
の
支
援
な
ど

に
奔
走
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
よ
る
物
価
な
ど
の
高
騰
が
町
民
の
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
や
経
済
活
動
に
追
い
打

ち
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、少
子
高
齢
・
人
口
減
少
の
流

れ
は
止
ま
る
こ
と
な
く
、こ
れ
か
ら
も

進
む
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

由
仁
町
の
よ
う
な
小
規
模
自
治
体

の
運
営
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
り
、次
の

世
代
へ
引
き
継
ぐ
も
の
が
借
金
と
老
朽

化
し
た
施
設
だ
け
と
い
う
の
は
決
し
て

許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、２
期
８
年

の
取
り
組
み
を
更
に
活
か
し
、引
き
続

き
町
政
執
行
の
先
頭
に
立
ち
、小
さ
く

て
も
キ
ラ
リ
と
輝
く
ま
ち
、元
気
な
ま

ち
づ
く
り
に
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
決
意
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

一般
質問

地
域
交
通
体
制
づ
く
り
と
高
齢

者
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
今
年
９
月
に
北
海
道
中
央
バ
ス
株
式

会
社
の
由
仁
・
三
川
間
の
路
線
が
廃
止

に
な
り
ま
し
た
。

　
由
仁
町
も
高
齢
者
人
口
が
多
く
、
車

を
運
転
で
き
な
く
な
る
方
が
増
え
る
と

思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
次
の
２
点
に
つ
い
て
町
長
に

伺
い
ま
す
。

①
公
共
交
通
空
白
地
に
近
く
な
っ
た
古

山
地
区
と
三
川
地
区
の
こ
れ
ま
で
の
検

討
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

②
高
齢
者
の
免
許
の
自
主
返
納
が
増
え

な
い
要
因
は
、
車
に
代
わ
る
移
動
手
段

の
確
保
が
難
し
い
こ
と
、
そ
れ
に
対
す

る
支
援
が
な
い
た
め
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
免
許
返
納
者
を
増
や
し
、
事
故
の
減

少
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

町
長
答
弁

①
古
山
地
区
及
び
三
川
地
区
沿
線
の

バ
ス
停
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、現
状
、

こ
の
地
区
に
は
Ｊ
Ｒ
の
駅
が
あ
り
ま

す
。

　
Ｊ
Ｒ
を
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
も

公
共
交
通
を
地
域
で
守
り
支
え
る
一
つ

の
手
段
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、町
内
に
お
け
る
地
域
交
通
の

担
い
手
と
な
る
交
通
事
業
者
は
、人
員

の
高
齢
化
、な
り
手
不
足
な
ど
、代
替

交
通
を
実
施
す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、そ
の
ニ
ー
ズ
を
具
体
的
か

つ
的
確
に
把
握
し
、何
を
ど
の
く
ら
い

用
意
す
る
か
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
足
を
確
保
す
る
た
め
、今
後

も
交
通
事
業
者
、関
係
機
関
と
協
議
・

検
討
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

②
車
に
代
わ
る
移
動
手
段
の
確
保
が
難

し
い
こ
と
が
、免
許
返
納
が
進
ま
な
い

要
因
の
一つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

仮
に
そ
の
誘
導
策
を
講
じ
た
と
し
て

も
、そ
の
効
果
に
つ
い
て
は
疑
問
を
感
じ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、現
時
点
に
お
い
て

特
典
制
度
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、免
許
返
納
が
事
故
防
止
等

に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
、こ
れ
ま
で
も

実
施
し
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
交
通

安
全
教
室
な
ど
、警
察
と
も
連
携
し
な

が
ら
、免
許
自
主
返
納
制
度
の
啓
発
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

佐藤議員

後藤議員

●6議 会 だ よ り



◆
調
査
期
日 

11
月
１
日
（
火
）

◆
調
査
内
容

①
光
フ
ァ
イ
バ
整
備
に
係
る
町

内
の
契
約
状
況
及
び
活
用
事
例

に
つ
い
て

○
光
フ
ァ
イ
バ
整
備
は
、
高
い

契
約
率
が
示
す
よ
う
に
待
ち
望

ん
で
い
た
町
民
も
多
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

し
か
し
高
齢
者
に
は
そ
の
必

要
性
や
、
手
続
き
方
法
が
わ
か

ら
な
い
と
い
っ
た
状
況
も
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
理
解
を
深

め
て
い
く
方
法
の
検
討
を
期
待

し
ま
す
。

　

活
用
例
で
小
学
校
の
取
組
を

拝
見
し
、
積
極
的
に
推
進
が
図

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
が
、
通
信
環
境
の
不
調
な

ど
課
題
も
残
っ
た
よ
う
で
す
。

　

光
フ
ァ
イ
バ
整
備
で
、
家
庭

の
通
信
環
境
は
向
上
す
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
経
済
的
な
理

由
な
ど
で
環
境
が
整
わ
な
い
場

合
に
は
、
何
ら
か
の
方
策
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

情
報
通
信
技
術
は
、
様
々
な

部
門
で
活
用
が
さ
れ
て
い
く
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
。
行
政
に
お

い
て
も
積
極
的
な
利
活
用
に
努

め
て
も
ら
う
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

②
防
災
資
機
材
の
管
理
状
況
に

つ
い
て

　

防
災
備
蓄
品
は
、
集
中
的
な

管
理
体
制
の
も
と
、
品
目
や
数

量
に
つ
い
て
適
正
に
管
理
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
保
管
場
所
の

町
体
育
館
は
、
老
朽
化
が
進
み

複
数
の
箇
所
か
ら
雨
漏
り
が
確

認
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
、
担
当

課
に
お
い
て
も
課
題
と
し
て
捉

え
て
お
り
、
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
は
検
討
中
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

防
災
に
係
る
備
え
は
、
今
後
、

将
来
に
わ
た
っ
て
継
続
し
て
い
く

課
題
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
く
、
備
蓄
品
の
保
管
場
所
に
つ

い
て
は
、
早
急
な
協
議
、
検
討

を
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。

総務文教常任委員会町内所管事務調査報告

◆
調
査
期
日 

10
月
24
日
（
月
）

◆
調
査
内
容

①
農
作
物
の
生
育
状
況
に
つ
い

て
（
空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
）

○
水
稲　

死
青
粒
・
茶
米
が
や

や
見
ら
れ
、
網
下
割
合
も
や
や

高
く
、
製
品
歩
留
ま
り
は
や
や

悪
く
な
り
ま
し
た
。

○
秋
ま
き
小
麦　

登
熟
期
間
が

曇
天
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
立
枯

病
の
発
生
に
よ
り
収
量
、
品
質

は
や
や
低
く
な
り
ま
し
た
。

○
大
豆　

９
月
上
旬
の
強
風
に

よ
り
最
終
的
に
平
年
並
と
な
り

ま
し
た
。

○
て
ん
菜　

葉
数
は
平
年
並

で
、
根
周
は
平
年
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。

○
玉
ね
ぎ　

収
量
は
平
年
よ
り

多
く
な
り
ま
し
た
が
、
ほ
場
ご

と
の
差
は
大
き
く
な
り
ま
し

た
。

②
水
稲
の
品
質
及
び
在
庫
・
価

格
の
見
込
み
に
つ
い
て

（
そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合
）

○
品
質　

タ
ン
パ
ク
値
は
平
年

よ
り
低
め
で
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

の
基
準
品
率
は
、
自
主
検
査
ベ

ー
ス
で
86
％
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。

○
情
勢　

作
況
は
、
平
均
を
上

回
る
作
柄
で
、
主
食
用
米
需
要

は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
市
中

価
格
は
回
復
傾
向
で
、
令
和
４
年

産
の
米
穀
概
算
金
は
、
昨
年
と
比

べ
る
と
３
０
０
円
か
ら
５
０
０
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
調
査
を
終
え
て

◎
本
年
は
春
先
か
ら
干
ば
つ
傾

向
で
し
た
が
、
そ
の
後
は
曇

天
、
多
湿
傾
向
で
９
月
に
は
暴

風
雨
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、

水
稲
の
生
育
は
概
ね
順
調
に
推

移
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
産
の
作
況
（
９
月

25
日
時
点
）
は
、
南
空
知
で

１
０
５
と
な
り
、
市
中
価
格
も

回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
需
給
環
境
や
作
付
面
積
減

少
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
需
要

の
先
行
き
つ
い
て
注
意
深
く
見

極
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

産業厚生常任委員会町内所管事務調査報告

小学校での取組状況の説明

米の品質についての説明
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◆
調
査
期
日 

10
月
17
日
（
月
）

◆
調
査
内
容
震
災
後
の
防
災
対
策

に
つ
い
て

○
平
成
30
年
９
月
６
日
、
午
前
３

時
７
分
に
発
生
し
た
地
震
は
、
安

平
町
で
は
震
度
６
強
を
観
測
し
、

住
宅
の
被
害
が
全
壊
93
棟
、
半

壊
３
５
７
棟
、
一
部
損
壊
２
、

４
４
０
棟
、
山
腹
の
崩
壊
、
野
球

場
の
液
状
化
な
ど
の
被
害
が
あ
り

ま
し
た
。

　

町
民
の
死
亡
者
は
幸
い
に
し
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
避
難

所
を
13
か
所
開
設
し
、
最
大
で

７
１
８
名
が
避
難
し
ま
し
た
。

○
備
蓄
食
料
に
つ
い
て

・
備
蓄
目
標　

食
糧
及
び
飲
料
水

　

基
準
避
難
者
数
×
３
食
×
３
日

分※
ア
ル
フ
ァ
米
・
非
常
食
セ
ッ
ト

飲
料
水
等

行
政
備
蓄
は
応
急
対
応
用
に
２
食

分
を
確
保
し
、
家
庭
内
備
蓄
、
地

域
・
企
業
内
備
蓄
及
び
流
通
在
庫

備
蓄
に
よ
り
補
完
し
て
い
ま
す
。

○
そ
の
他
（
避
難
所
用
物
資
）

（
ア
）
毛
布　

１
人
１
枚
を
目
安

と
し
て
備
蓄

（
イ
）
ポ
ー
タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
を

避
難
所
ご
と
に
１
台
を
基
準
に
整

備（
ウ
）
局
所
的
な
被
害
に
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
ハ
イ
コ
ッ
ト
（
ア

ウ
ト
ド
ア
用
簡
易
ベ
ッ
ド
）
を
備

蓄※
そ
の
他
の
防
災
資
機
材
等
は
、

流
通
在
庫
備
蓄
（
協
定
な
ど
に
よ

る
資
機
材
の
提
供
等
）
を
優
先
し

て
確
保
す
る
ほ
か
、
初
動
対
応
に

必
要
と
な
る
物
資
等
は
、
財
政
状

況
を
考
慮
し
、
避
難
所
運
営
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
が
無
い
よ
う
確

保
し
て
い
ま
す
。

○
備
蓄
に
つ
い
て
の
課
題

（
１
）
現
在
、
専
用
備
蓄
倉
庫
が

無
い
状
況
で
す
。

※
大
型
専
用
備
蓄
庫
は
補
助
要
件

を
満
た
さ
な
い
た
め
。

（
２
）
国
で
は
各
施
設
へ
の
分
散

備
蓄
を
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
安

平
町
の
よ
う
に
人
口
が
少
な
く
、

各
地
区
が
比
較
的
近
く
、
ニ
ー
ズ

に
応
じ
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ぶ
集
約
ス

タ
イ
ル
に
、
建
設
補
助
等
が
対
応

し
て
い
な
い
。

（
３
）
国
土
交
通
省
の
補
助
は

「
津
波
・
水
害
」
に
特
化
し
て
い

る
傾
向
に
あ
る
。

○
避
難
所
に
つ
い
て

・
避
難
所
、
緊
急
避
難
場
所
は
ほ

ぼ
全
て
公
的
施
設
で
、
耐
震
化
の

対
応
改
修
済
み
で
す
。

・
令
和
４
年
度
と
５
年
度
で
追

分
・
早
来
地
区
公
民
館
に
非
常
用

分
電
盤
を
整
備
し
、
非
常
時
に
は

発
電
機
を
使
用
で
き
る
よ
う
体
制

を
整
え
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

※
非
常
用
発
電
機
は
、
設
置
費
だ

け
で
は
な
く
管
理
費
、
点
検
費
、

燃
料
供
給
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た

め
、
各
施
設
に
は
非
常
用
発
電
機

を
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

・
そ
の
ほ
か
懸
案
事
項
と
し
て

①
公
共
施
設
だ
け
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
対
応
し
た
分
散
避
難
は
難
し

い
。

②
安
平
町
の
規
模
だ
と
、
公
的
施

設
の
ほ
か
に
避
難
施
設
と
な
る
施

設
が
な
い
。

・
防
災
担
当
と
し
て
は
、
自
宅
の

耐
震
化
や
備
蓄
な
ど
を
進
め
る
防

災
教
育
が
効
果
的
と
考
え
て
い
ま

す
。

○
自
主
防
災
に
つ
い
て

・
組
織
率
は
64
．
７
％
で
、
町
内

会
や
自
治
会
が
中
心
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
地
区
に
よ
り
温
度
差
が

あ
り
ま
す
。

・
特
に
市
街
地
区
で
は
、
隣
人
の

結
び
つ
き
が
希
薄
で
組
織
の
結

成
、
展
開
が
難
し
い
状
況
で
す
。

◆
調
査
を
終
え
て

◎
今
回
、
安
平
町
の
震
災
発
生
時

か
ら
現
在
ま
で
、
そ
し
て
今
後
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
ま
ず
は
町
民
の
防
災
に
対

す
る
意
識
改
革
が
必
要
と
い
う
こ

と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
由
仁
町
で
も
胆
振
東
部

地
震
で
は
町
道
の
陥
没
や
地
滑
り

も
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
災

害
物
資
等
の
備
蓄
、
配
布
に
つ
い

て
、
対
策
を
進
め
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
安
平
町
が
課
題
と
し
て

い
る
備
蓄
倉
庫
の
問
題
は
由
仁
町

も
同
様
で
あ
り
、
早
い
段
階
で
の

整
備
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
訓
練
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
町
民
の
自
主

防
災
対
策
の
意
識
付
け
も
進
め
る

べ
き
と
考
え
ま
す
。

道内行政視察報告（安平町）
総務文教常任委員会

報告者　総務文教常任委員会委員長　羽賀直文

安平町役場で担当者からの説明

●8議 会 だ よ り



◆
調
査
期
日 

10
月
17
日
（
月
）

◆
調
査
内
容

①
石
狩
東
部
広
域
水
道
事
業
団
で

の
上
水
道
配
水
状
況
に
つ
い
て

○
施
設
の
概
要

　

千
歳
川
浄
水
場
は
、
千
歳
川
新

星
地
区
右
岸
に
建
設
さ
れ
て
お

り
、
災
害
時
は
浄
水
機
能
を
維
持

す
る
た
め
に
３
棟
に
分
棟
し
た
建

設
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
千
歳
川
浄
水
場
を
含
む

千
歳
川
系
全
施
設
は
、
漁
川
浄
水

場
か
ら
の
遠
隔
操
作
が
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

取
水
施
設
は
監
視
カ
メ
ラ
で
常

時
監
視
で
き
る
機
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

○
浄
水
場
の
配
水
状
況

　

千
歳
川
は
既
存
の
利
水
者
が
多

く
、
新
た
に
水
源
を
求
め
る
こ
と

が
困
難
な
状
況
で
し
た
が
、
北
海

道
開
発
局
が
計
画
を
進
め
て
い
た

夕
張
シ
ュ
ー
パ
ロ
ダ
ム
建
設
事
業

に
参
画
し
、
ダ
ム
開
発
に
よ
り
得

ら
れ
る
水
源
と
振
り
替
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
千
歳
川
か
ら
の
取
水

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

千
歳
川
系
施
設
は
、
１
日
最
大

２
９
、
６
０
０
㎥
の
原
水
を
取
水

し
て
お
り
、
導
水
管
を
通
し
て
千

歳
川
浄
水
場
ま
で
ポ
ン
プ
圧
送
し

て
浄
水
し
た
後
、
受
水
団
体
の
配

水
池
ま
で
布
設
延
長
約
69
㎞
の
送

水
管
に
よ
っ
て
水
道
用
水
を
供
給

し
て
い
ま
す
。

○
視
察
を
終
え
て

　

災
害
に
強
い
施
設
と
す
る
た
め

個
々
の
機
能
を
分
散
し
て
い
る
ほ

か
、
千
歳
川
浄
水
場
が
事
故
な
ど

で
使
用
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
で

も
、
漁
川
系
施
設
か
ら
の
水
道
供

給
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
安
心

で
き
る
水
道
水
の
使
用
が
可
能
な

こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
今
後

は
施
設
や
送
水
管
の
老
朽
化
に
対

す
る
維
持
管
理
費
が
発
生
す
る
た

め
、
そ
の
費
用
は
水
道
料
金
に
直

結
す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

計
画
的
な
管
路
等
補
修
計
画
に
基

づ
き
、
継
続
し
た
設
備
の
維
持
に

努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

②
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
の
焼
却

処
理
施
設
に
つ
い
て

○
施
設
の
概
要

　

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
が
建
設

中
の
焼
却
施
設
は
、
令
和
６
年
４

月
か
ら
の
稼
働
を
目
指
し
、
千
歳

市
根
志
越
に
建
築
中
で
す
。
組
合

を
構
成
す
る
２
市
４
町
（
千
歳

市
、
北
広
島
市
、
南
幌
町
、
由
仁

町
、
長
沼
町
、
栗
山
町
）
は
、
現

在
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
に
よ
り
焼

却
対
象
ご
み
を
処
理
し
て
い
ま
す

が
、
環
境
負
荷
の
低
減
や
経
済
的

負
担
の
縮
減
を
目
的
と
し
て
、
新

た
に
建
設
す
る
焼
却
施
設
に
よ
る

共
同
処
理
に
向
け
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
造
成
工
事
が

行
わ
れ
て
お
り
、
建
設
工
事
費
は

約
１
１
７
億
２
、
４
０
０
万
円
で

処
理
方
式
は
全
連
続
燃
焼
式
ス
ト

ー
カ
方
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
視
察
内
容

　

建
設
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
現
在
は
配
筋
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
設
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
後
は
冬
期
に
向

け
、
壁
の
建
築
作
業
が
行
わ
れ
る

見
込
み
で
す
。

○
視
察
を
終
え
て

　

ご
み
処
理
問
題
は
、
各
自
治
体

で
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ

り
、
建
設
中
の
焼
却
処
理
施
設

は
、
問
題
解
決
に
非
常
に
重
要
な

施
設
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

完
成
予
定
の
施
設
は
、
ご
み
焼

却
時
に
発
生
す
る
余
熱
を
利
用
し

た
発
電
機
能
も
備
え
て
い
る
な

ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
焼
却
処
理
後
の
焼
却
灰

の
処
理
方
法
な
ど
の
課
題
も
あ
り

ま
す
が
、
計
画
ど
お
り
施
設
が
完

成
し
、
稼
働
す
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。

道内行政視察報告（千歳市）
産業厚生常任委員会

報告者　産業厚生常任委員会委員長　大竹　登

焼却施設建設の様子

機器の状況についての説明
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一般質問の状況
議　員　名 質　　問　　内　　容

第１回定例会 佐 藤　 英 司 当町の空き家の現状と今後の対策について

大 竹　　 登
財源確保と財政健全化の今後の見通しについて
町立診療所と介護老人保健施設「ひだまり」の運営について

大 畠　 敏 弘 今後の公共施設のあり方について
羽 賀　 直 文 ふるさと寄附金について

第２回定例会 加 藤　 重 夫 ヤングケアラーについて
後 藤　 篤 人 小学校児童の通学路について

第３回定例会 佐 藤　 英 司 認知症対策について
早 坂　 寿 博 町立診療所のコロナウイルス対策について
加 藤　 重 夫 児童生徒の学力向上に向けた取組について

第４回定例会 佐 藤　 英 司 地域交通体制づくりと高齢者の交通安全対策について
後 藤　 篤 人 町長の次期統一地方選挙における出処進退について

※欠席数には公務によるものを含みます。
　また、一部事務組合の出欠は含まれていません。

　議員の出席状況　　　　　　　　　　令和４年１月１日～ 12月 31 日

本会議 常任委員会 特別委員会 会議数計

定
例
会

臨
時
会

総
務
文
教

産
業
厚
生

予
算
審
査

決
算
審
査

議
会
広
報

構
成
と
運
営

議
員
定
数

出

席

欠

席
会議日数 ８ ４ ５ ７ ８ ２ ２ 12 ２ ６ ２

大畠敏弘 ８ ４ － ７ － ２ ２ 12 ２ ６ ２ 14 59 ０ 100.0

羽賀直文 ８ ４ ５ － ８ ２ ２ 12 ２ ６ ２ 14 65 ０ 100.0

早坂寿博 ８ ４ － ７ ８ ２ ２ 12 ２ ６ ２ 19 72 ０ 100.0

加藤重夫 ８ ４ － ７ － ２ － 12 ２ ６ ２ 14 57 ０ 100.0

浮田孝雄 ７ ４ ４ － － ２ ２ － ２ ６ ２ 13 42 ３ 93.3

佐藤英司 ８ ４ ３ － － ２ ２ － ２ ６ ２ 13 42 ３ 93.3

平中利昌 ８ ４ ５ － ８ ２ ２ 12 ２ ６ ２ 14 65 ０ 100.0

大竹　登 ８ ４ － ７ ８ ２ ２ － ２ ６ １ 14 54 １ 98.2

後藤篤人 ８ ４ ５ ７ ８ ２ ２ － ２ ６ ２ 19 65 ０ 100.0

熊林和男 ８ ３ － － － － － － － － － 18 29 ２ 93.5

そ
の
他

　
（
全
員
協
議
会
な
ど
）

議
会
運
営
委
員
会

個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
条
例

出　

席　

率（
％
）
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行政報告（町長）

教育行政報告（教育長）

デマンドバスの運行
状況について

マイナンバーカード
の申請状況につい
て

主な農作物の生育
状況について

新型コロナウイルス
ワクチンの接種状況
について

主な工事の進捗状
況について

ゆに教 育の日の取
組について

　10月から実証運行しているデマンドバス「由仁北広島線」は、無
料期間であった 10 月の利用者数は延べ 195 人、有料となった 11
月は延べ 154 人となっています。
　１日の平均利用者数は約９人で、予約がなく１便も運行を行わな
かった日はありませんでした。

　当町の申請状況は、12 月４日現在で 3,100 件、63.6％となって
います。
　カードの普及状況が、地方交付税や国庫補助事業の採択にも影響
を及ぼすと言われていること、今後、町民皆さんの日常生活や行政
サービスを受ける上で、マイナンバーカードの必要性が高まってい
くことが想定されるため、年が明けた後も引き続き普及促進に努め
ます。

　水稲は農林水産省が 12 月９日に公表した作況指数は、南空知で
105 のやや良となっています。
　品質はくず米の発生率が例年より高い傾向となりましたが、タン
パク値は平年より低めとなりました。
　畑作物は、品目により格差はあるものの、収量は総じて平年並み
の作況となりました。

　12歳以上が対象のオミクロン株対応ワクチンは、2,834 人の方が
接種を終えたところです。
　集団接種は 12月４日をもって終了しましたが、希望する方には、
これまでと同様に接種することができるよう、町内医療機関で個別
接種できる体制を継続します。

　土木事業の三川中央通り線道路改築工事は、10月 11 日完成しま
した。

　11月１日をゆに教育の日と定めていますが、取組内容として 11
月 28日に各小中学校の児童生徒の代表 12名を１日子ども教育委員
に任命し、夢づくり子ども教育委員会を開催しました。
　子ども教育委員会で話し合われた内容を各学校に持ち帰り、児童
会や生徒会で子どもたちが主体となって検討を重ね、実現されるこ
とを期待しています。
　また、ゆめっく館では 11 月をゆに読書月間と定め、古本市や秋
の絵本展を開催しました。
　なお、11月初旬に予定していた一斉公開授業は、新型コロナウイ
ルスの感染者が増加傾向だったことから開催を中止しました。
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議
会
だ
よ
り
第
１
６
８
号
を
お
届
け

し
ま
す
。

　

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い

て
、
16
年
ぶ
り
に
議
員
定
数
減
の
条
例

改
正
が
議
決
さ
れ
、
４
月
の
選
挙
は
定

数
９
人
で
執
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
議
員
の
責
務
の
一
つ
に
、
民
意
を
く

み
あ
げ
、
行
政
に
提
言
し
て
い
く
、
と

い
う
事
が
あ
り
ま
す
。

　
議
会
に
は
多
様
性
が
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
現
在
の
由
仁
町
議
会
の
構
成
は
、

地
域
的
な
バ
ラ
ン
ス
は
と
れ
て
い
ま
す

が
、
年
齢
的
に
皆
60
歳
以
上
、
ま
た
女

性
議
員
が
不
在
と
い
う
こ
と
も
あ
り

「
広
く
民
意
を
く
み
あ
げ
る
」
と
い
う

点
に
お
い
て
難
点
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
高
齢
と
い
う
事
が
議
員
に
と
っ
て
決

し
て
マ
イ
ナ
ス
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、

私
自
身
を
考
え
る
と
決
断
力
・
理
解
力

が
年
々
落
ち
て
い
く
の
を
感
じ
て
い
ま

す
し
、
又
、
若
い
人
の
考
え
が
、
世
代

的
ギ
ャ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
が
、
理
解
で

き
な
い
と
い
う
事
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

由
仁
町
の
将
来
を
考
え
る
に
あ
た

り
、
若
い
世
代
・
女
性
の
方
が
仲
間
を

つ
ど
い
、
自
分
達
の
言
葉
で
、
そ
の
意

志
を
発
信
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
多
く
の
志
の
あ
る
方
が
立
起
す
る
こ

と
を
願
っ
て
結
び
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
副
委
員
長　
平　
中　
利　
昌

編
集
後
記

	

１日　総務文教常任委員会所管事務調査
  （委員会室　委員）
４日　船橋利実政経セミナー （札幌市　議長）
６日～８日　空知町村議会議長会道外行財政制度
　　　　　　政務調査
 （静岡県小山町、神奈川県開成町　議長）
９日　第66回町村議会議長全国大会
  （東京都　議長）
11日　由仁町教育委員会表彰式
  （大会議室　議員）
13日　神谷ひろし政経セミナー
  （岩見沢市　議長）
20日　陸上自衛隊北恵庭駐屯地創立72周年記念 　
　　 行事 　（恵庭市　議長）
22日　由仁町町政功労者表彰式
  （大会議室　議員）
24日　南空知葬斎組合議会第２回定例会
  （議場　組合議員）
28日　由仁町議会第４回臨時会  （議場　議員）
28日　全員協議会  （大会議室　議員）
28日　南空知公衆衛生組合議会第９回定例会
　　   （長沼町　組合議員）
29日　空知教育センター議会第２回定例会
   （滝川市　組合議員）
29日　道央廃棄物処理組合第２回定例会
  （議場　組合議員）

５日　由仁町議会の個人情報の保護に関する条例
　　　の制定に係る審査特別委員会
  （委員会室　委員）
５日　産業厚生常任委員会　 （委員会室　委員）
９日　由仁町議会の個人情報の保護に関する条例
　　　の制定に係る審査特別委員会
　　　　　　　　 （委員会室　委員）
12日　三役会議 （正副議長室　議会三役）
12日　議会運営委員会 （大会議室　委員）
12日　全員協議会 （大会議室　議員）
14日～16日　由仁町議会第４回定例会
  （議場　議員）
16日　議会広報特別委員会 （委員会室　委員）
19日　徳永エリ政経セミナー （札幌市　議長）

３日　二十歳のつどい （ふれーる　議長）
６日　新年交礼会 （ふれーる　議員）
７日　由仁消防団出初式 （ふれーる　議員）
12日　議会広報特別委員会 （委員会室　委員）
16日　空知町村議会議長会役員会
  （ユンニの湯　議長）
18日　由仁町議会第１回臨時会 （議場　議員）
18日　由仁町議会の構成と運営に係る審査特別
　　　委員会 （委員会室　委員）
18日　議会広報特別委員会 （委員会室　委員）

11 月

TEL　0123-83-2111　FAX　0123-83-3020
e-mail　gikaijimu@town.yuni.lg.jp
　　　　　　　　　　　※匿名分は除かせていただきます。

連絡先

12 月

議会へ町民の皆様の声を届けてください
「住みよいまちづくりのため」に、ご意見、ご要望をお待ちしています。

１月
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